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事業概要
１．目的

ガス化発電用の燃料チップ加工時に発生する微粉の再燃料化（チップ化）と、
小型粒度選別乾燥機の開発により、燃料加工費を低減する。また、アンチクリ
ンカ技術の開発と併せ、国内の小型ガス化発電装置の稼働率向上に寄与する。

２．期間
2023年10月（開始） ～ 2025年3月（終了予定）

３．目標（中間・最終）
微粉の固形化および再燃料化技術の確立と小型ガス化発電装置への適用。
燃料製造方法の効率化を図ることによって燃料単価を3割以上減。

４．現時点の成果・進捗概要
小型粒度選別乾燥機の設計完了。
ブリケット成型機により微粉を固形化・チップ化および燃焼試験を実施。
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事業背景
我が国における木質バイオマスによる導入発電容量

2012年（FIT制度施工前） : 230万 kW

２０２２年３月時点 : ５６０万 kW

比較的小さな範囲で集材が可能で、熱電併給
できる小型CHPは地域電源として注目され、
CO2排出削減の観点からも導入が期待される。

2023年1月17日 第83回調達価格等算定委員会配布資料より
https://www.meti.go.jp/shingikai/santeii/pdf/083_01_00.pdf

→ しかし、2MW未満小規模
バイオマス発電は稼働率が低い

→ しかし、2MW未満小規模
バイオマス発電は稼働率が低い
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4

小型ガス化発電における課題

チップ製造事業者

１．微粉の発生が少なく
歩留まりは良いが、単
位時間当たりの処理量
が小さくチップ単価が
高い

２．微粉を除去する工程
が必要

ディスク
チッパー

発電事業者（ガス化）

１．微粉が多いとクリン
カが発生しプラント
が停止

２．一定品質のチップ形
状が求められる。

３．燃料の低融点成分に
起因した燃焼阻害

乾燥・粒度選別

１．2工程でコスト増加、
品質の不安定化につ
ながる

２．スギやヒノキのチッ
プは水分率20%以下
に乾燥すると微粉が
増加する

・これまでの実施状況から判明した課題
〇チップ価格高騰の課題:近年のチップ単価の高騰により原料費が高い
〇微粉ロスの課題:チップ後の篩分けで微粉のロスが生じ、実質単価が高くなる

微粉は燃料としては利用できないため、廃棄している
〇設備運転の課題:微粉が多いと運転が不安定になりクリンカ発生の原因になる
〇燃料の含有成分の課題:スギ・ヒノキはK含有量が多くクリンカが発生しやすい

乾燥機 粒度選別機
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原木 破砕機 チップ

55%wet未利用材

■ 従来のチップ化工程

原木価格:8,500円/t 加工費:4,500円/t 価格:13,000円/t

ガス化不適合チップ
（オーバー、アンダー）

15％

ガス化適合チップ 85％ 実質チップ価格:15,294円/t

ディスクチッパー

チップ加工費用試算

小型ガス化発電における課題

４ / １４

篩い分け除去→廃棄



■ 今回提案のチップ化工程

ガス化不適合チップ
（オーバー、アンダー） 40％

ガス化適合チップ 60％

実質チップ価格:11,560円/t

ブリケット化
加工費:1,400円/t
1,400円×40%=560円
加工費計:3,060円

従来加工費
4,500円/t

今回加工費
3,060円/t

32%低減

チップ加工費用試算

小型ガス化発電における課題

原木 破砕機 チップ

55%wet未利用材

原木価格:8,500円/t 加工費:2,500円/t 価格:11,000円/t
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事業概要

本事業では、微粉の固形化によるチップロスの削減、チップ乾
燥方法の最適化及びクリンカ抑制方法の確立に向け、以下のフ
ローで事業を実施する

◆微粉の固形化及びCHP用チップへの加工
微粉を固形化（ブリケット化）し、チップに加工する設備の開発を行う。

◆粒度選別小型乾燥機
ガス化発電に適したチップサイズの選別及び乾燥を同時に行い微粉を回収して

再チップ化する。

◆アンチクリンカ剤の添加
クリンカを抑制するアンチクリンカ剤の添加方法及び効果の検証を行う。
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原木 破砕機
チップ生産センター

事業概要

粒度選別小型乾燥システム
【ドライドシーブ®】

極東開発工業㈱

極東開発工業㈱
突き押し式成形機

小型ガス化発電装置
実証事業範囲

チップ

アンチクリンカ剤の
自動添加 再チップ

微粉

規定内
チップ
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本事業では、これまでガス化燃料材として利用不可とされていた微粉を固形
化し再燃料化するとともに、破砕方法・乾燥方法・粒度選別方法を見直して高
効率なシステムを構築し、次の目的を達成する。

① 従来方式の燃料加工単価と比較して、3割以上加工費を低減
② 微粉の固形化による歩留まりの向上とチップ価格の低減
③ 国内で多くのトラブルを抱える小型ガス化発電設備の稼働率向上

このために、本事業では以下の方策を実施する。
① 効率の良いドラム式破砕方法を選択することで、破砕時の加工費を低減
② ドラム破砕で発生する微粉をブリケット化し、チップサイズに加工することでガ

ス化発電装置に適した燃料に加工
③ 乾燥及び粒度選別の最適化し燃料生産を効率する
④ ガス化発電設備で課題となっているクリンカの抑制技術を確立
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目的の各項目を小型ガス化発電設備の実機での実証運転を行い効果を確認し、完成し

たシステムをパッケージ化することで横展開を図るとともに、チップ加工費の3割以上減を達

成する

NEDO基本計画の目標に対し、当実証事業は下記を目標としている

◇ これまで燃料規格外となっていた微粉を固形化し再燃料化

◇ チップ破砕方法の効率化によりチップ価格を低減

◇ チップ製造工程の全体最適化を図り、チップ加工単価を32%以上低減

本実証事業でモデルを確立することで下記の効果がある

1) 全国で稼働中の小型ガス化発電装置の稼働率の向上に寄与

2) 微粉の固形化によるバイオマス燃料への活用と他地域への展開

3) GHG排出削減（ガス化発電設備稼働率向上によるバイオマスエネルギーの利用推進）
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粒度選別小型乾燥システムについては、装置の設計・製作を2023年度中に完了させ、

2024年度より稼働を開始し、ガス化発電装置への適応評価を行うとともに、アンチクリンカ

剤添加システムの設備改造を実施する。成形機については、成形をできることは確認できてい

るが、現状棒状の成形品ができるため、ガス化発電装置に適したチップサイズのブリケット化

を行うための設備設計及び改造を行う。また、その成形品がガス化発電装置に適応している

かどうかの評価を実施し設備改良を行う。

2024年度にうすきエネルギー㈱でガス化発電装置への適応評価を実施し、その結果を

もって、他メーカーのガス化発電装置への適応試験を行う。

事業期間中には事業推進委員会を年2回程度開催し、外部有識者からのアドバイスや知

見を基に実証事業の成功確度を高め、本システムの構築を目指す。
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事業実施スケジュール
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